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は
じ
め
に

1 1
.1
　
大
阪
市
下
水
道
の
浸
水
対
策

　
大

阪
市

域
を

含
む

大
阪

平
野

は
、

縄
文

海
進

時
に

は
大

阪
城

あ
た

り
の

上
町

台
地

以
外

は
ほ

ぼ
海

中
に

あ
っ

た
場

所
で

、
そ

の
後

淀
川

を
含

む
多

く
の

河
川

の
土

砂
が

海
進

お
よ

び
海

退
に

より
た

い
積

し
て

形
成

さ
れ

た
沖

積
平

野
で

あ
る

。
ま

た
明

治
か

ら
昭

和
前

期
で

は
地

下
水

汲
み

上
げ

に
より

地
盤

沈
下

が
発

生
し

た
場

所
で

も
あ

り
、

市
域

の
約

90
%

は
降

っ
た

雨
水

を
自

然
流

下
で

河
川

な
ど

に
放

流
で

き
ず

、
ポ

ン
プ

で
強

制
的

に
川

や
海

に
排

水
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

雨
に

弱
い

地
形

と
な

っ
て

い
る

。
　

ま
た

、
市

域
の

都
市

化
の

進
行

に
より

道
路

や
民

地
も

舗
装

化
さ

れ
、

降
雨

の
大

半
は

下
水

道
管

へ
と

流
入

す
る

こ
とと

な
り

、
浸

水
リ

ス
ク

は
昔

より
は

る
か

に
高

くな
っ

て
お

り
、

下
水

道
の

役
割

は
さ

ら
に

重
要

と
な

っ
て

い
る

。
　

本
市

で
は

、
雨

水
を

す
ば

や
く

排
水

す
る

た
め

の
施

設
整

備
を

、
お

お
む

ね
10

年
に

1回
の

大
雨

（
1時

間
あ

た
り

60
m

m
の

降
雨

量
）

で
も

浸
水

し
な

い
こ

と
を

目
標

に
進

め
て

お
り

、
抜

本
的

な
浸

水
対

策
とし

て
「

淀
の

大
放

水
路

」
を

は
じ

め
と

す

る
主

要
な

下
水

道
幹

線
の

建
設

や
、

此
花

下
水

処
理

場
内

ポ
ン

プ
場

を
は

じ
め

と
す

る
ポ

ン
プ

施
設

の
新

増
設

を
進

め
て

い
る

。
こ

れ
ら

の
整

備
が

完
了

し
た

区
域

の
比

率
を

表
す

雨
水

対
策

整
備

率
に

つ
い

て
は

、
20

24
年

度
末

で
約

82
.4%

と
全

国
平

均
を

上
回

っ
て

い
る

。
1
.2
　
此
花
処
理
区
の
浸
水
対
策
と
桜
島
〜
酉
島
幹
線

　
此

花
処

理
区

は
淀

川
河

口
左

岸
に

位
置

し
、

大
阪

湾
に

の
ぞ

む
地

の
利

に
より

一
大

工
業

地
帯

を
形

成
し

て
お

り
、

代
表

的
な

施
設

と
し

て
U

SJ
が

立
地

し
て

い
る

。
処

理
区

を
南

北
に

分
断

す
る

形
で

正
蓮

寺
川

が
東

西
に

流
れ

て
お

り
、

此
花

処
理

場
は

正
蓮

寺
川

の
北

岸
に

位
置

し
て

い
る

。
　

19
86

年
の

都
市

計
画

決
定

に
より

正
蓮

寺
川

は
暗

渠
化

さ
れ

る
こ

とと
な

りこ
れ

に
伴

い
、

浸
水

対
策

の
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
と

北
港

・
恩

貴
島

抽
水

所
の

統
廃

合
を

目
的

とし
て

、
河

口
付

近
の

新
ポ

ン
プ

場
と

流
入

幹
線

の
整

備
を

計
画

し
、

19
89

年
の

下
水

道
計

画
の

事
業

認
可

を
受

け
て

事
業

を
ス

タ
ート

さ
せ

た
。

　
本

稿
で

紹
介

す
る

桜
島

〜
酉

島
幹

線
は

、
先

述
し

た
此

花
処

理
区

に
お

け
る

抜
本

的
な

浸
水

対
策

の
流

入
幹

線
の

ひ
と

つ
で

、
上

流
側

か
ら

順
次

整
備

を
進

め
て

き
て

お
り

、
今

回
の

工

乱
さ
れ
た
地
盤
か
ら
発
進
し
、

支
障
物
切
削
し
た
施
工
事
例

桜
島
～
酉
島
幹
線
下
水
管
渠
築
造
工
事

解
説

平ひ
ら

い 井
　
覚さ
と
る

ヤ
ス
ダ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱

工
事
部
工
事
係
長

亀か
め
か
わ 川
　
安や
す
ゆ
き 之

㈱
森
本
組

桜
島
～
酉
島
幹
線
作
業
所
所
長

伊い
た
み 丹
　
佑ゆ
う
す
け 介

大
阪
市
建
設
局

北
部
方
面
管
理
事
務
所
管
理
課

特
　
集

地
中
障
害
物

01
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0_
解
説
伊
丹
氏
_2
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dd
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1
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氏
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特
　
集

地
中
障
害
物

事
で

は
恩

貴
島

抽
水

所
か

ら
正

蓮
寺

川
へ

放
流

さ
れ

て
い

た
水

を
正

蓮
寺

川
に

敷
設

さ
れ

た
高

見
島

屋
幹

線
に

放
流

す
る

新
た

な
放

流
渠

を
築

造
す

る
も

の
で

あ
る

。
図
−
1に

施
工

場
所

の
位

置
を

、
写
真
−
1に

発
進

側
、
写
真
−
3に

到
達

側
の

施
工

状
況

を
示

す
。

　
本

稿
で

は
、

乱
さ

れ
た

地
盤

で
の

発
進

立
坑

築
造

と
推

進
工

の
支

障
物

対
策

に
つ

い
て

紹
介

す
る

。

工
事
概
要

2 　
工

事
件

名
：

桜
島

〜
酉

島
幹

線
下

水
管

渠
築

造
工

事
　

　
　

　
　

　（
そ

の
2）

　
工

事
場

所
：

大
阪

市
此

花
区

春
日

出
北

2、
3丁

目
　

工
　

　
期

：
20

22
年

1月
25

日
〜

20
26

年
3月

31
日

　
工

　
　

法
：

⑴
支

障
物

切
削

型
泥

濃
式

推
進

工
法

　
　

　
　

　
　

ミリ
ン

グ
モ

ー
ル

工
法

　
呼

び
径

30
00

　
　

　
　

　
　

⑵
鋼

管
推

進
工

法
（

接
続

部
）

　
　

　
　

　
　

ブ
ロ

ック
ボ

ー
リン

グ
工

法
　

　
　

　
　

　
鋼

　
　

管
　

呼
び

径
24

00
×

2条
（

さ
や

管
）

　
　

　
　

　
　

FR
PM

管
　

呼
び

径
22

00
×

2条
（

内
挿

管
）

　
推

進
延

長
：

⑴
10

3.6
7m

　
　

　
　

　
　

勾
配

下
り

2.0
‰

　
最

大
土

被
り

10
.02

m
　

　
　

　
　

　
⑵

2.6
0m

×
横

2連
　

　
　

　
　

　
勾

配
下

り
1.6

‰
　

最
大

土
被

り
11

.07
m

　
線

　
　

形
：

⑴
R＝

40
m

（
右

）、
R＝

10
0m

（
左

）
　

土
　

　
質

：
粘

性
土

N
値

2〜
4

　
地

下
水

位
：

O
P-

1.8
4〜

-0
.35

　
発

進
立

坑
：

鋼
矢

板
V

L
型

　
L＝

18
.50

m
　

　
　

　
　

　
立

坑
寸

法
9.6

5（
L）

×
12

.90（
W

）×
14

.51
8（

H
）

　
　

　
　

　
　

全
景

を
写
真
−
1に

示
す

。
　

連
絡

立
坑

：
鋼

矢
板

V
L

型
　

L＝
18

.50
m

　
　

　
　

　
　

立
坑

寸
法

5.2
5（

L）
×

9.3
0（

W
）×

14
.31

0（
H

）
　

　
　

　
　

　
全

景
を
写
真
−
2に

示
す

。
　

到
達

立
坑

：
φ

9,0
00

m
m

ラ
イ

ナ
ー

プ
レ

ート
（

既
設

）
　

　
　

　
　

　
全

景
を
写
真
−
3に

示
す

。
　

発
進

立
坑

と
連

絡
立

坑
は

、
土

留
め

壁
の

変
位

抑
制

と
剛

性
向

上
を

目
的

に
先

行
地

中
梁

の
2段

配
置

を
計

画
し

た
。

な
お

、
連

絡
立

坑
は

、
本

論
文

執
筆

中
は

ま
だ

掘
削

を
行

っ
て

い
な

い
。

鋼
矢

板
打

設
と

先
行

地
中

梁
の

み
施

工
済

み
で

あ
る

。
　

本
工

事
の

平
面

・
縦

断
を
図
−
2、

発
進

立
坑

と
連

絡
立

坑
の

構
造

を
図
−
3、

路
線

全
景

の
3D

モ
デ

ル
を
図
−
4に

示
す

。

図
−

1　
施

工
場

所
位

置

写
真

−
1　
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景
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